
日 防 危 協 第 7 1 号  

令和 6 年 6 月 27 日  

 
〇 〇 〇 市 町 村 長  
           殿 
〇 〇 〇 消 防 長  

 

一般財団法人日本防火・危機管理促進協会  

                               理 事 長  山 口 英 樹  

公 印 省 略 

 

林野火災防止用標識の配付決定について 

 

謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

当協会の事業運営につきましては、格別のご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

 さて、県（道・府）からご推薦をいただきました林野火災防止用標識につきましては、

下記のとおり配付が決定いたしました。 

林野火災防止用標識は、９月下旬ごろまでに送付予定ですので、その設置及びその後の

維持管理について、別紙１「令和６年度林野火災防止用標識の作成配付要綱」の「６ 設

置場所の選定」、「７ 設置時期及び設置完了報告」、「８ 設置後の維持管理等」にご配意

をお願いいたします。 

また、林野火災防止用標識の設置完了後は、別紙２の「林野火災防止用標識の設置完了

報告書」の提出(E メール)をお願いいたします。様式データは、本協会ホームページのダ

ウンロードボックスに収録してあります。 

敬 具 

 

記 

 

・配付数     〇〇  枚 

  

 

問合せ先 

一般財団法人日本防火・危機管理促進協会 

〒１０５－００２１ 

東京都港区東新橋 1-1-19ヤクルト本社ビル 16階 

担当者  薬 袋 （みない） 

電話   ０３－６２６４－６０２１ 

E-mail: fq@boukakiki.or.jp 

協会ホームページ url:https://boukakiki.or.jp 

mailto:fq@boukakiki.or.jp


  

別紙１ 

 

令和６年度林野火災防止用標識の作成配付要綱 

 

                     一般財団法人日本防火･危機管理促進協会 

 

１ 目 的 

   林野火災の出火原因は、たき火、たばこ、火入れ等人為的なものが多いことから、

林野への入山者等の視覚に訴えて防火意識を喚起する林野火災防止用標識を作成し

て市町村又は消防本部（以下「市町村等」という。）へ配付し、林野火災防止を図る

ことを目的とする。 

２ 標識の配付市町村等 

（１）標識の配付市町村等は、最近において林野火災発生件数が多い市町村等、又は過

去に大きな林野火災が発生した市町村等を優先して、都道府県が推薦する。 

（２）標識の配付市町村等数に特に制限は設けないが、配付希望枚数が予定総配付枚数

を超えた場合は、当協会で配付先数を調整することがある。 

（３）標識の配付市町村等については、決定後、当協会から都道府県及び配付先市町村

等へ配付数を通知する。 

３ 標識の配付枚数 

（１）標識の配付数は、原則として各市町村等ごとに２０枚・３０枚・６０枚・９０枚

単位とする。 

（２）標識配付希望枚数が予定総配付枚数を超えた場合は、当協会で調整して配付する

ものとする。 

４ 標識の仕様 

（１）大きさ等 

大きさ 横３００ｍｍ×縦５１０ｍｍ程度、厚さ２ｍｍ程度とする。 

（２）材質 

硬質ポリプロピレン材を予定 

（２）絵柄 

一般財団法人日本森林林業振興会が募集した令和５年度山火事予防ポスター応

募作品のうち、消防庁長官賞受賞作品（高等学校の部）とする。 

標識のイメージは別添えのとおり 

（３）表示する字句等 

   標識へ表示する字句等は、次のとおりとする。 

  ア 名義 

① 管轄の市町村等名（テープ貼付） 

② 後援：総務省消防庁（予定） 



  

③ 制作：一般財団法人日本防火・危機管理促進協会 

イ 絵柄の紹介 

「この絵柄は、(一財)日本森林林業振興会が募集した令和５年度山火事予防ポス

ターの消防庁長官賞受賞作品です。」 

ウ その他 

自治宝くじの社会貢献広報に係る一般財団法人日本宝くじ協会の指定する表示 

５ 標識の配付時期 

 令和６年９月末（予定） 

６ 設置場所の選定 

（１）主要入山路・休憩所等の登山者等の目につく場所とする。取付け場所は、登山・

ハイキングコース、林道等の人目につきやすい場所に加え、キャンプ場、渓流釣

り場、山菜採り場など、山間部で人が多く集まる場所とする。 

（２）設置後、概ね３年間固定できる場所とする。 

（３）設置場所は、当該市町村等が選定するものとする。 

（４）設置場所に係る調整は、当該市町村等が行うものとする。 

７ 設置時期及び設置完了報告 

（１）令和６年１１月末までに設置を完了し、当協会に設置完了報告を行うこと。 

（２）設置完了報告は、標識の設置場所を示した地図及び周囲の状況が分かる設置写

真を５組程度添付して、１１月末を目途に行うものとする。積雪等の条件により

これにより難い場合は、当協会と事前に協議するものとする。 

８ 設置後の維持管理等 

（１）設置後の維持管理は、配付先市町村等が行うものとする。 

（２）設置後の標識は、概ね３年間は利用するものとし、その後の利用については、

当該市町村の判断によるものとする。 

（３）当該標識により生じた事故については、配付先市町村等の責任において処理す

るものとする。 

９ 経費の負担 

（１）標識の作成から配付までに係る経費については、当協会の負担とする。 

（２）標識の設置・維持管理等に係る経費については、配付先市町村等の負担とする。 

１０ その他 

本事業の遂行にあたって疑義が生じたときは、配付先市町村等と当協会とで調整す

るものとする。 



この絵柄は、令和５年度に一般財団法人 日本森林林業振興会が募集した山火事予防標識の消防庁長官受賞作品です。

宮 古 市

令和 6年度林野火災防止用標識デザイン



  

別紙２ 

 

         号 

令和  年  月  日 

 

一般財団法人日本防火・危機管理促進協会 

理事長  山 口 英 樹  殿 

 

 

   市町村長等名 

                  代 表 者 名               

 

 

林野火災防止用標識の設置完了報告書 

 

 

林野火災防止用標識の配付決定について（令和 6 年 6 月 27 日付日防危協第 71 号）に

基づくこのことについては、下記のとおり報告します。 

 

 

記 

 

１ 標識受領数                   枚 

 

 

２ 標識設置完了年月日     令和  年  月  日 

 

 

３ 設置状況の確認資料（標識の設置場所が分かる地図と標識が設置された周囲の状況が

分かる写真を５組程度）   

   

写真        枚  

   



林野火災防止用標識設置位置図（十日町地域消防本部） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①信越トレイル深坂峠       ②信越トレイル栄         ③信越トレイル宮野原        ④信越トレイル見倉          ⑤金城山入口           ⑥山伏山入口 

 

   

④信越トレイル見倉 

①信越トレイル深坂峠 

②信越トレイル栄 

③信越トレイル宮野原 

⑤金城山入口 

⑥山伏山入口 

⑦風穴入口 

⑩当間山入口 

⑧樽田の森入口 

⑦風穴入口 

 

⑧樽田の森入口 

 

⑩当間山入口 

⑨氷山入口 

⑨氷山入口 
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